 ２ 地域別の指標と特徴

	伊  豆
	・観光交流客数は3,905万9千人、前年度比99.0％、シェアは28.3％

・宿泊客数は1,023万4千人、前年度比95.1％、シェアは60.4％。

	
	・好天に恵まれ、イベントや海水浴などが好調であったため、観光レクリエーション客数は増加した。
・宿泊客数は、地域によりバラつきがあり、特に熱海市、伊東市、東伊豆町、下田市などの比較的規模の大きい宿泊施設を備える地域の苦戦が見受けられた。

	富  士
	・観光交流客数は3,009万人、前年度比95.9％、シェアは21.8％

・宿泊客数は137万人、前年度比99.8％、シェアは8.1％。

	
	・昨今の登山ブームにより富士登山者数は増加したものの、観光施設等の入込減が響き、観光レクリエーション客数は前年度を下回った。特に、常時団体を受入れている大中規模施設においては、3月が急激に落ち込んだことが、大きく影響した。
・宿泊客数は、各市町により明暗が分かれたが、地域全体ではほぼ前年並みであった。

	駿  河
	・観光交流客数は2,746万3千人、前年度比108.2％、シェアは19.9％

・宿泊客数は145万9千人、前年度比100.2％、シェアは8.6％。

	
	・久能山東照宮の国宝指定による周辺の増加に加え、「静岡市美術館」｢登呂博物館｣などの新規施設オープン、また、約8ヶ月間にわたって開催された「静岡ホビーフェア」などの大型イベントにより、観光レクリエーション客数の増加に寄与した。

・観光レクリエーション客数が大幅に増加した一方で、宿泊客数はほぼ前年度並みであった。

	西駿河･奥大井
	・観光交流客数は1,132万人、前年度比117.7％、シェアは8.2％

・宿泊客数は82万1千人、前年度比121.8％、シェアは4.8％。

	· 
	· 宿泊客数、観光レクリエーション客数共に、前年度を上回った。
· 牧之原市を除く全ての市町で、前年度の宿泊客数を上回り、富士山静岡空港開港による地域への波及効果が見受けられた。
· 3年に一度の｢島田大祭・帯まつり｣｢藤枝大祭り｣が開催されるなど、観光レクリエーション客数の増加に寄与した。

	中東遠
	・観光交流客数は1,418万1千人、前年度比99.5％、シェアは10.3％

・宿泊客数は90万3千人、前年度比102.4％、シェアは5.3％。

	
	· ビジネスホテルの新規開業や需要増加により、地域全体では昨年度の宿泊客数を上回った。
· イベント等の入込は全体的に順調であったものの、既存観光施設の入場者数が減少傾向にあり、観光レクリエーション客数は若干下回った。

	西北遠
	・観光交流客数は1,568万1千人、前年度比89.0％、シェアは11.4％

・宿泊客数は215万2千人、前年度比103.0％、シェアは12.7％。

	
	· 観光レクリエーション客数では、浜松市で平成21年度開催された「浜松モザイカルチャー世界博2009」の反動減に加え、市街地で開催した「はままつ冬の蛍フェスタ」が平成21年度で終了したため、大きく減少した。
· 前年度を上回った宿泊客数については、長期宿泊滞在を推進する「浜名湖観光圏」の取組みに、一定の成果が表れた。








